
気になる会 社・気になる株 価

成長のための積極的な投資と
株主還元のバランスを重視

ダイワボウホールディングス  代表取締役社長  西村幸浩（にしむら・ゆきひろ）

t o p  i n t e r v i e w

i n f o r m a t i o n

ビジネスモデルを変革し、
社会課題の解決に貢献します

パ
ソ
コ
ン
の
卸
売
り
で

国
内
最
大
級
の
規
模
！

Ｄ
Ｘ＊

の
加
速
と
と
も
に

持
続
的
な
成
長
を
目
指
す
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ダイワボウホールディングス
株式会社
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ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
株
式
会
社

成
長
期
待
の
大
き
さ
か
ら
株
価
は
堅
調
に
推
移

【業種】
卸売業

株価指標
割 安 度

●業績（百万円）

収 益 度 成 長 度

予想PER

10.4倍10/29現在 1.50倍 14.3% 3.5% -21.4%会社予想ベース

PBR 予想ROE 予想売上高
経常利益率

予想売上高
伸び率

【決算】
3月末

【主要市場】
東証1部

営業利益売上高

820,00022.3 28,500 28,500 18,500 192.42 60
1,043,53421.3 35,028 35,781 25,715 267.47 60

944,05320.3 32,841 33,195 21,178 220.27 32
785,55419.3 22,709 22,840 16,775 174.47 40

経常利益 利益 1株益（円）1株配（円）

※2021年4月1日付で普通株式1株につき5株の割合で株式分割を実施。1株当たりの利益、1株当たりの配当金は
株式分割後の数字に直して表示している。

最新会社予想

●10年で配当額は10倍に!

⃝2022年3月期より中間配当を実施!
⃝10年間で配当額は10倍に!
⃝ホールディングス設立以降、普通配当の減配なし!
⃝記念配当を過去2回実施!

注 目 ポ イ ン ト !
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1株当たり配当金（左軸）
1株当たり利益／EPS（右軸）

※株式併合（2017年10月1日）、株式分割（2021年4月1日）を過年度に遡及して表示。
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HD10周年記念配当

https://www.daiwabo-holdings.com/

　

前
身
は
１
９
４
１
年
に
創
業
し
た
大

和
紡
績
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
製
糸
を

中
心
と
す
る
紡
績
会
社
で
あ
っ
た
。「
ダ

イ
ワ
ボ
ウ
」
と
い
う
社
名
は
そ
の
名
残

で
あ
る
。
現
在
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
周
辺

機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
卸
売
り

を
行
う
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
流
通
事
業
が
中

心
で
、
売
上
高
の
約
９
割
を
占
め
る
。

　

企
業
や
個
人
と
い
っ
た
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
に
直
接
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、

事
務
機
器
販
売
店
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ

グ
レ
ー
タ
ー
、
量
販
店
や
Ｅ
コ
マ
ー
ス

事
業
者
な
ど
の
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
に
供

給
。
特
に
パ
ソ
コ
ン
に
お
い
て
は
国
内

出
荷
台
数
シ
ェ
ア
の
約
３
割
に
関
与
し

て
お
り
、
国
内
最
大
級
の
卸
売
会
社
と

持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
力
に
よ
っ

て
、
市
場
が
求
め
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
、
必
要
な
だ
け
メ
ー
カ
ー
か
ら
仕
入

れ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

ま
た
、
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
に
と
っ
て

は
、
特
定
の
メ
ー
カ
ー
に
偏
ら
な
い
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
最
適
な
組
合
わ
せ

で
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
納
入
し
て
も
ら
え

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
力
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ

た
の
が
、
文
部
科
学
省
が
２
０
２
０
年

度
に
打
出
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。
全
国
の
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
、
１
人
１
台

し
て
日
本
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
流
通
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

仕
入
先
の
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
や
周

辺
機
器
メ
ー
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会

社
は
約
１
３
０
０
社
。
取
扱
ア
イ
テ
ム

は
約
２
２
０
万
と
膨
大
で
、
あ
ら
ゆ
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の
が
強
み
だ
。

　

一
方
、
卸
先
は
全
国
約
１
万
９
０
０

０
社
に
上
り
、
い
か
に
多
く
の
販
売
パ

ー
ト
ナ
ー
が
同
社
の
供
給
体
制
に
信
頼

を
置
い
て
い
る
の
か
が
わ
か
る
。

　

全
国
津
々
浦
々
の
販
売
パ
ー
ト
ナ
ー

に
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
た
め
、

93
カ
所
の
営
業
拠
点
を
展
開
。
関
東

（
埼
玉
県
吉
見
町
）と
関
西（
兵
庫
県
神

戸
市
）
の
大
型
拠
点
を
は
じ
め
と
し
た
、

全
国
を
カ
バ
ー
す
る
５
カ
所
の
物
流
セ

ン
タ
ー
を
生
か
し
て
、
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
を
即
納
で
き
る
体
制
も
整
え
て
い
る
。

　

同
社
は
こ
の
ほ
か
、
繊
維
事
業
、
産

業
機
械
事
業
も
展
開
。
繊
維
事
業
は
、

紙
お
む
つ
の
材
料
や
、除
菌
シ
ー
ト
、フ

ェ
イ
ス
マ
ス
ク
に
使
用
さ
れ
る
不
織
布

な
ど
を
製
造
。
不
純
物
を
ろ
過
す
る
フ

ィ
ル
タ
ー
や
、機
能
性
イ
ン
ナ
ー
、快
適

ア
ウ
タ
ー
な
ど
の
衣
料
製
品
に
も
強
い
。

　

産
業
機
械
事
業
は
、
航
空
機
の
部
品

加
工
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
中
大
型
の
立

旋
盤
（
た
て
せ
ん
ば
ん
）
に
お
い
て
７

割
以
上
の
国
内
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　

仕
入
先
、
卸
先
の
数
が
と
も
に
国
内

最
大
級
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
立
っ
て
、

〝
需
給
の
最
適
化
〟
を
図
る
役
割
を
担

え
る
の
が
何
よ
り
の
強
み
だ
。

　

約
１
万
９
０
０
０
社
の
販
売
パ
ー
ト

ナ
ー
と
取
引
す
る
同
社
は
、
そ
の
注
文

を
束
ね
る
こ
と
で
圧
倒
的
な
購
買
力
を

の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
え
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
約
１
０
０
０
万
台
の
需
要
に
よ

り
、
大
き
な
市
場
が
生
ま
れ
た
。

　

地
域
や
学
校
ご
と
に
求
め
る
機
種
や

サ
ー
ビ
ス
は
異
な
る
が
、
全
国
の
販
売

パ
ー
ト
ナ
ー
と
各
メ
ー
カ
ー
と
の
間
で
、

綿
密
な
連
携
に
よ
っ
て
調
達
力
を
発
揮

し
て
必
要
な
台
数
を
確
保
し
た
。

　

さ
ら
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普
及

に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
用
の
パ
ソ
コ
ン
需

要
も
高
ま
っ
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
年

間
出
荷
台
数
を
大
幅
に
上
回
る
〝
特

需
〟
に
対
応
で
き
た
の
は
、〝
需
給
を
最

適
化
す
る
〟
同
社
の
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
会

社
な
が
ら
、
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
、
国
内
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
流

通
に
お
い
て
絶
大
な
力
を
持
っ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

今
後
も
中
核
事
業
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
流
通
を
強
化
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

成
長
を
目
指
す
計
画
だ
。

　

全
国
の
学
校
の
Ｉ
Ｔ
化
が
大
幅
に
進

み
裾
野
が
広
が
っ
た
ほ
か
、
企
業
や
社

会
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ＊
の
推
進
に
よ
っ
て
、

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
需
要
は
今
後
も
持
続
的

に
拡
大
す
る
。
海
外
に
比
べ
て
遅
れ
て

い
る
取
組
み
を
挽
回
す
る
た
め
に
デ
ジ

タ
ル
庁
を
発
足
す
る
な
ど
、
国
を
挙
げ

て
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
し
て
い
る
の
も

大
き
な
追
い
風
だ
。

　

こ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
に
乗
る
べ
く
、

同
社
は
ク
ラ
ウ
ド
を
は
じ
め
と
す
る
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
販
売
に
も
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

16
年
に
は
、
月
額
・
年
額
・
従
量
課

金
な
ど
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
て
注
文
し
、

一
括
で
契
約
管
理
・
決
済
が
で
き
る
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ｉ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

（
雷
）」
の
提
供
を
開
始
し
た
。
５
年
目

で
年
間
取
扱
高
が
１
１
１
億
円
（
21
年

３
月
期
）
に
達
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
は

着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
流
通
事
業
が

売
上
高
の
約
９
割
を
占
め
る

 

ど
ん
な
会
社
？

圧
倒
的
な
購
買
力
と

柔
軟
な
納
入
体
制
が
強
み

 

何
がス
ゴ
イ
の？

Ｄ
Ｘ＊
の
加
速
に
対
応
し
て

新
サ
ー
ビ
ス
に
取
組
む

 

将
来
性
は？

パ
ソ
コ
ン
卸
売
り
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
流
通
事
業
を
中
心
に

３
事
業
を
展
開
す
る
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
と
と
も
に
、新
た
な
需
要
を
取
込
み
な
が
ら

成
長
を
持
続
さ
せ
る
戦
略
を
描
い
て
い
る
。そ
の
た
め
の
積
極
投
資
と

株
主
還
元
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
っ
て
い
る
点
に
注
目
だ
。

20年3月期はWindows更新需要、21年3月期はGIGAおよびテレワーク需要
で業績は大幅に伸びた。22年3月期予想は、需要反動減と収益認識基準適用
の影響が大きい。しかし、株価は足元2000円前後と堅調に伸びている。

　

当
社
は
今
年
度
（
22
年
３
月
期
）
か

ら
、
持
続
的
成
長
に
向
け
た
「
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
変
革
」
へ
の
挑
戦
期
間
と
位

置
付
け
る
新
た
な
中
期
経
営
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
や
テ
レ

ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
は

急
激
に
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
Ｄ
Ｘ＊
の
加
速
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
課
題
の
増
加
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｔ
需
要
は
持
続
的
に
拡
大
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
主
力
と
し
て
き
た
パ
ソ
コ

ン
だ
け
で
は
な
く
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
取
扱
い
を
強
化
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変

革
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ

と
し
て
の
さ
ら
な
る
成
長
と
、
社
会
課

題
の
解
決
へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
中
長
期
的

な
安
定
配
当
を
基
本
と
す
る
株
主
還
元
方
針
を
掲
げ

て
い
る
。

　

同
社
は
09
年
７
月
に
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
流
通
事
業
と

繊
維
事
業
を
統
合
し
、
持
株
会
社
制
に
移
行
し
て
い

る
が
（
産
業
機
械
事
業
は
11
年
に
統
合
）、
そ
の
後

10
年
で
年
間
配
当
額
は
約
10
倍
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、

減
配
は
一
度
も
な
く
、
安
定
配
当
を
継
続
し
て
い
る
。

　

売
上
高
が
過
去
最
高
の
１
兆
円
超
え
を
記
録
し
た

21
年
３
月
期
に
は
、
年
間
60
円
の
配
当
を
実
施
し
た
。

22
年
３
月
期
か
ら
初
の
中
間
配
当
を
実
施
す
る
が
、

中
間
・
期
末
を
合
わ
せ
た
年
間
配
当
額
は
60
円
を
維

持
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
改
修
や
Ｍ
＆
Ａ
の
検
討
な
ど
将
来
の
た

め
の
投
資
は
積
極
的
に
行
う
が
、
株
主
還
元
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
常
に
考
慮
し
て
い
る
。
成
長
に
よ
る
キ
ャ

ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
、
安
定
的
な
イ
ン
カ
ム
ゲ
イ
ン
の

両
方
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。
ま
た
、
22
年
３
月
期
の

上
期
に
は
、
株
主
還
元
策
の
一
環
と
し
て
自
社
株
買

い
も
実
施
し
て
い
る
。

22
年
３
月
期
か
ら
中
間
配
当
を
実
施

中
長
期
的
な
安
定
配
当
を
目
指
す

＊デジタルトランスフォーメーション


